
たが，現鑛業灌者渡邊静香昭和10年以來之を所有し，

初期に於七は金を目的とし，昭和12年には硫化鐵を目

的と一して探鑛し昭和17年には浮遊選鑛場が完成したが

蓮韓するに至らなかつた。・昭和18年，．19年には含ニツ

ケル鐡を出鑛し，以後招鑛に重馳を置き昭禾江20年8月

終戦と同時に体忠となつて現在に至つている。1，

敷本の坑道を有す為が入坑不能である。選鑛場，事務

所及び索道は衙そのま」に残置されている。

　　　　　8．結・論1．
宮川鑛山の蛇紋岩鑛床ほ耐火材料として使用法によつ

ては稼行に値するものであると思われるが，稼行するに

當つて探掘場附近に於ては蛇紋岩の風化緒キが多いから

砂防工事を充分行億ないと農業用水に及ぼす影響が大き

い故特に留意する必要がある。

、552．　3211。　6　（521．　24） 、

群馬縣北甘樂郡青倉村撤橿岩について
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「sαcalled’Chichib聾series，

笥e1・rea8re丘actgry・ff・脚iteserieshas

such　defect　that　MgO　content　is16ss　and　Fe，

4Sm・ret阜anan・rdinaryperid・tite。』

The　oでe－reserve　is　estimated　about1．5×107tons．

・　　　　　’L、緒　 護
　　　　　　　　　シモニタ　昭和22年5月筆者は群爲縣下仁田時附近の轍撹岩地

’幣の調査に從事した。

　　　　　　　　　　　　　オゴセ　此調査は窯業原料調査として埼玉縣入間郡越生地方の

調査淀次いで行つだものである。當地方の地質に關して

　　　アトクラ　　　　　　　　　　　　　　　さ
は所謂「跡倉礫岩」につい亡藤本治義（1），佐渡道隆（2）及

ぴ杉山隆二（3）の調査研究が行われているが，耐火物原料

・としての撒欄岩に關す巻調査は今回が初めである。　1

　調査に際して現地にて種々便宜を典えられた佐藤畳一・

』郎氏及び分析其の他の試瞼を行われた日本鋼管株式會肚

燈材課若林明恥に封し深甚なぐ謝意を表する次第であ

る01

聴鑛床部　　　　　　　　　　　　　　5一』

（1）藤本治義：關東山地北部の地質學的研究（其の

、2）　　地質・42雀499號（1935）

（2）1佐渡道隆＝群馬縣下仁田町附近に畿達する跡倉

礫岩層について　　弛質，45巻537號d938）

（3羽杉山隆二：群馬縣下仁田附近に獲蓬する所謂跡

倉礫岩に就いて　．1東京科博研報7號（1943）

　　　　　　毒　　　　　　　　　　　　　　　34

　　　　　2・位置及び交通
　　　　　　ノキタカンラ當調査地域は龍馬縣北甘樂郡青倉村の一部であつて向

郡下仁田町南西方約の地馳に位する下仁田町は上信電氣

球道絡黙で高崎より約1蒔聞牛にて連し・この調査地域

には下仁田町よ、り良好なトラ羽 ク道路が通じている。

　1、　　＼3g、地　一形・
　この地方は關東亭野北西縁部と秩父山塊北端部の中間『

地幣に位置し，標高700m内外の梢々急峻な地貌を呈し

附近には妙義山（1104m）を初め多くの山が聾立する。

　この地域ゐ附近でほ西牧川及び南牧加があら谷が深

．い0

　　　　　4．地・盟
　この地域一轡は所謂秩父古生暦に馬し，砂岩及ぴ粘板

　　　　　　　　コヒ岩，石友岩，蛇絞岩及び線色岩（3）等を主として“るが，調『、

査地域北部下仁田町附近の跡倉には所謂「跡倉礫岩」が

廣く分布し，更にその上部に断暦で境して，砂岩，頁岩及

ぴ礫岩を主とする第三紀暦が分布しているq所謂「跡倉

礫制に關して鷹に麟胎義（1扱び杉山隆二（3）によつ

　　　　　，＼　　　　　　　　圏棚難体
　　　　　　　　　（撫嶺撮r蛇紋岩）

　　　　ぺ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1籔欝1醐．蜘融驚｝・

　　　　　　　　　上　＼・、情創携禽・偲証’、騰線馨
　一襲劃ム，8亀。　蘇魎ゴ騎礁

第1圖・群馬縣北甘郡青倉村附近地質圖

護3）杉肉隆二：（既出）
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、

て多く論ぜられている。

　秩父古生層はr般にN400～6QOWg走向を有し40Q～
6ρOWに傾斜一しているo！・

　問題の轍欄岩鎧は主として古生暦の砂岩中に貫入した

もので塊歌を呈し，露出範園は南北約印Om，・東西約200

mの大いさを有してめるが，1岩瞠中に關係不明な斑襯岩

及びマートラセダイト質角閃岩を俘つている。

　砂岩は轍置岩膿の西部及び南部に廣範園に分布し・外

観友褐色乃至友色中粒堅硬で暦理比較的明瞭である◎

　石次岩は山頂部を占めて砂岩中に僅か分布する他に，

この地域の南部に大岩鎧をなして分布し早くより稼行さ、

れているもゐがあるo

　緑色岩としては輝緑岩，斑編岩及びコゲトランダイト

質角肉岩等があるo

　輝線岩が南牧角支流溜岸に分布す為が産状は明かで進

い。緑色乃至略線色を呈し中粒で一部にTスリツケンサ

イ司鮪し蛇紋岩の郷に類してし・魏の吻る・約

60％の輝石の他比曹長石，陽起石養僅かな藍閃石及び牛

透明鑛物からなつており．一般にや瓦攣質した輝緑貴の性

質を示している。圃　　　　 　　　　　　，
　　　　　　　　　い　斑嘱岩は支流浩岸と緻彊岩艦中の一部に見られる。暗

緑色を呈し主として斜長石と輝石とからなうているq斜、

長石は新鮮なものほなく殆んど不透明の場合もあわ成分’

は不明である。輝右の周邊部はウラル石に攣化している

部分もある。他に角閃石及び緑泥石が僅かに認められる。

叉轍置岩膣中のものは嘩鐵舞結晶が屡々認められる。

　コートランダイト質角閃岩は撒岩Φ採掘場に露出する

が，分布状態ぱ明かでない。友黒色緻密堅硬で噌見轍濱岩1

　　　ノ

に類似しているが，風化面が赤褐色になって居わ麗別す’

る事が出來る。大部分褐色角閃石と緻鷹石より攣化した

二次繭緑泥石からな砺磁鐵鑛及び僅かな透角閃石を俘

つているσ之等の緑泥右と磁鐵鑛は集合して存在する。

　蛇紋岩及び轍鐙岩は一般に次線色乃至暗線色を呈し緻一

密堅硬で風化部分は比較的少い。轍穫岩は暗緑色乃至凍

黒色緻密．であり，．蛇紋岩は友緑色で比較的脆い。一般に

岩禮の裂鐸に澹う部分は蛇紋岩化している6！

　　　　　　　　5，鑛床羅び鑛石

　この撒擁岩瞠の露出部分は南北約500m，，東西約200m

であつて．緻慣岩を主とする部分と蛇紋岩との境の形は

明かでないが，現在の採掘場附近には比較的緻穫岩が多・

く，之等は風化作用に強く梢切立つた地貌を呈している。

　蛇紋岩は大部分蛇紋石よりな砺一部には轍騰石Q假

像を呈しで鐵分の濃集し’た部分がある◎

　撒鷹岩は轍騰石を主とするが他に若干量の透輝石とや

A少量の福色角閃石を俘いヅン撒麓署と構し得るものは

存在しない。緻彊石は透輝石中にポイキリチヅ〃インク

ル＿ジヨン（poikilitic　inclusion）となつている事が多

く，ときに網目状の裂罐を有し，それに滑う部分は蛇紋

石化し，又磁鐵鑛の濃集する部分が認めら矩る6『

、、鑛石ξして嘩用し得るものは之等の内撒騰石を主とす

る部分である。

　蛇紋岩及び撒蟹岩の分析値を示すと次の通りであ為。

但しNos．工，5，及び6は轍麗石を主とするもの，Nos。

2，3，’9及び11は蛇紋石奪主とするもので・他は一

部蛇紋岩化峠徹翻である。

群馬縣晶甘樂郡青倉村産緻蟹岩及が蛇絞岩分析値
唾

No

．1．

2．

3．

4』

5．

6．

7．

18．1

9．

10．

11．

Sio3

28．84

40．50

39・1年・

38。80

30．58

31．04，

36．38

36．93’

36．73ン

36．01

40．91

Fe弛03

7．06

6．62

7．52

4．80

9．16

9．61

8。71
8156

、8．41、

8；72
・8．11

A1203 Cr旦03

3．38
「’6．n2

7．16

ド5．66、

2．22

2．27

2．01
1．11’

　1．02

2199－

2乙09

0．48

0．48

0．48
0．148

0。71

0．71
・0．54

0．54

0．60
－0．54

0』60

CaO MgO・

2．74

5．91

5．28

5．44

2．80

3．01

3．96

4．22・

2．51

5．94

3．70

37。44，

26．87

27．30

29．14

37．30

36．57

30．51

32．15

33．20

30．16

25．71

FeO

6．63

6．63

6．36

7．84
5．27．

5．41

5．4f

5．82

5．95

6．36

7．57

Ig．10ss

7．26

5．86

6．19

7．25

9．37

9．22

9．72

8．34

9．43

6．26

6．78

Toね1

（日本鋼管株式會肚川崎製鐵騰材課分析）

　之によるとζの地域のもりは撒穫岩一般に比してFe

分に富み（Fe201十F30）約15％士を有し，皿90幾分が

少い敏鮎を有しているQ叉角閃石及び輝石Φ存在する事

35
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舞　　93．83

　　98．89

　　99．45

　　99．41

　　97．41

　　・97．84

　　、97．24

　　97．67

　　97．49

　　96．98
　　’95．47

寵因するゆと齢れるCa9及びA12％蹴較的

多い。，　　　　　　・　　・　 〆

　ラオルスチライト系耐火物ゐ鑛石，とじて利用し得る諸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　／、
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　　　性質に關しては甑に述べたので省略するが，この地域の

を　　　　ものにらいて日本鋼管川崎製鐘謄材課に於七行つた第

　　　歯次試験結果によると衣の様で疹るo

　　　鵬磯緻麟9眺＋マグネシャ妙，ンか10％締
　　　汁で煉つたものを煉瓦として李燈め裏壁に使用したoこ

　　　の結果牧縮があわ焼くずれを生じ普麺マグネシヤ煉瓦の

　　　約躍の耐久焼示した。磯し勃眺較的朗であ
　　　つたo從つ亡この地域のものは混合マグネシヤクリンカ

　　　ーの量を壇し，焼成煉犀として使用すれば・、良結果が得

　　　られるかも知れぬ由であるo継尚第二次試験も行いつ』　ー

　　　あるので，更にその結果が明かにざれるであろう。

　ゆ　　撒麗岩の操掘選鑛に當つては友黒色緻密堅硬で黒色斑

　　　黙が少く，蛇絞岩の線色部を俘わない様な部分を選別す

　　　る事が肝i要である0

　　　　　　　　6・品位及び蜘瞳
　　　　この岩隙訟ゼは原岩の部分と蛇紋測ヒした部分との・

髄筆者：長肇縣宮川鑛山及びその附近の蛇紋岩調査報　・

＼

　　告
撒日本鋼管盤材課若林朗談　，

5サ3・61：553・678：550・8（521・22）

1
比
は略70％：30％位と考え挙れづ。、現在の道路面以上め

判明した丈の分布範園丙で撒匿岩の鑛床量を算定すると

擬鑛雁駒・5嘆トン錫る・但嵯當つて獺瑠
る部分は現在の採掘場附近であるから，この部分では約

100萬トンと雛される0

　　　　7．鑛山の沿童並びに現況
　現在は群馬特殊ク、リンカー工業有限會肚の所有で絡蛾

以前は殆んど稼行されていな瀕ネこ。璋召和2咋齢繊

の年以後現経螢者佐藤萱1」郎の厨有となわ・・クリンカ｛

としては約2，000屯を日本鋼管へ，約500トジを野村製鋼

’
へ
萱

鑛したが，昭和21年9月以衆再が休山している。

採掘場はトラツク道路面よわ約3伽の高さにあり・そ

れよわ簡易索道でトラツク道路附近に蓮搬し・1日1ト

ン慮理の焼成櫨4基を備えてクリンかを蓬つていた6

　　　　　　8．結　　論’
　ゆ　この地域に鍵する撒彊岩は前述した様な歓黙を有し
ているが，僥し勧が比較的良好であるので略鋼管川

崎製鐵所盤材課に於げる今後の試験の結果如何に依ては

實用k供し得る訂能性も考えられる。

　　　　　　　　　　懸、　　　　　、
、

自立鑛山絹雲母鑛床調査
岩　生　周　一契

　　　　　R6SUfn6
　Seridte　Ore　at　Hidachi　Mine。

　　　　bダShuichi　Iwao．

Seeingth今imp・τtaFce・fsericiteρreami＆

ing　mater至a玉of　refractory　bricki，』the　sericite’

deposit　of　the　Hitachi・CoPPer　Mine，Ibaragi

Prefe“ture、wassurveyedin1949』lnthisrep・r㌻

　　トthe　char含cter　of　the　ore　and　the　ore　reserves

are　briefly　told。

　　　　　　1．緒　　言
日立鑛山産絹雲母鑛床は職時勅哩原鑛として蜘蜘．

に於て調査が行われ，’又それ以前，石英の含有量の比較

的多い絹雲母石英片岩は製鋼櫨材≧して調査された事が

あわ，叉銅製煉の融剤として相當多量に使用された事も　’

ある。、

今回はシ｝モツト煉瓦製造の際の添加アルカリボンド

　　　　　　　　　　　　　　　しとしてこの鑛石が適當であるかどうかに關連してその基

礎的資料の一？輩得る爲に概略9調査を行つた。

調牽は岩生がこれに當り，期聞は昭和23年＄月7日か

ち8月10日迄であるo　’「

髄鑛床部葬金馬課長

　調査あ結果はこの鑛床は絹雲母含有量，鑛量の黙では　一

問題はないが倫，粒度：其勉に關して研究す可き黙があり

特に鰍物以外鞭途瑚してこ礁ケ調題晦る縄

’知れない事が朗かにされた◎

　筒，坑丙圖及び坑内地質圖は一部を除き’1大部分鑛山側

資料に依つた。ピの黙に關し多大の便宜を供與された採　㌧

鑛課に深く謝意を表するQ　，

　　　　　　2．地　　質　　一
　此の附近の地質に關して偉極めて文献が多いのセ，

（1），（22，（3），（4），（5），女6）地質の概略舛麟いては

之等從來の諸説に從い・問題の絹雲母片岩に關してだけ

述べる。

　絹雲母片岩（絹雲母石英片岩を含む）は吐の地域では

地較的攣成度の高い結晶片岩中に含銅硫化鐵鑛床と相俘

い又はその附近に産する。　’

　此の結晶片岩は所謂赤澤統と構せちれるもので主とし

て璽墓性火成岩源のものから成わ，部分的に馨王質水庫

岩源と推定されるもの，叉は石次岩或は泥友岩源と、思わ

れるものも俘つているo、．　　　　　　　　　　　　　㌧

　渡邊萬次郎及び杉健一・の所説の様に，’絹雲母片岩は之

等の岩石が含銅硫化鐵鑛床の生成に俘う中潔性熱水作用’

に依つ七生じたもので，緑泥片岩も此の時期に生じたと

36
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